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薬草関連ブース出展者募集！
内容 /原材料に薬草を使用した商品もしくは薬草に

関連した企業、団体などの PR・販売
出展料 /無料（1 ブース 3.6 ｍ× 3.6 ｍ）
対象 /薬草に関連した企業、団体など（市外も可）
　※応募者多数の場合は抽選

薬草料理コンテスト出展者募集！
内容 /食材に薬草を利用した飲食物全般。（料理、

スイーツ、飲料など）
出展料 /無料（1 ブース 3.6 ｍ× 3.6 ｍ）
対象 /薬草に関連する企業、団体、個人（市外から

の出展も大歓迎）
出展条件 /・販売価格は自由
 ・賞は、特別審査員の審査および購入者の投票により

決定　（受賞者には賞品あり）
・提供料理は、１種類のみ
・店舗で使用するガスなどの熱源、調理機材は出展

者で準備（電気は主催者で用意）

薬草文化祭

「薬草文化祭」書道展作品募集
内容 /薬草に関連した書道作品を募集
　作品は同文化祭会場で展示発表
対象 /小学生・中学生　出展料 /無料
応募点数 /1 人 1 点
応募方法 /作品、出品目録を持参、または送付
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＜共通事項＞
【要件】
　○ 21 日・22 日の両日、出展可能な方に限る
　○イス・机は主催者で用意
　○配食・試食など調理を伴うものは、保健所の許可が取れるもの

に限る（保健所への申請は、実行委員会でまとめて行います）
【申し込み】申込書により、郵送または FAX
　　　　（様式は産業企画課窓口およびホームページで）

【申込先・問い合せ】産業企画課
　　〒 633-0292　榛原下井足 17-3
　  （☎ 82・5874 ／ IP ☎ 88・9075 ／ FAX82・8211)

宇陀の薬草産業の活性化のため
市内での薬草料理メニュー開発

を支援します
■宇陀市薬草料理メニュー開発支援事業補助金
　市内の飲食店などが新たな薬草料理メニューを提供すること
を目的に開発するための経費の一部を補助します。

【対象】
○市内で飲食店などの営業を行っている個人また法人であっ

て、飲食店営業許可を受けているもの
〇市税などの滞納がないこと　　　　　　など

【交付額】定額（10/10）（上限額 20 万円）
　　　　　※予算額に達し次第終了

【補助対象経費】試作材料費、旅費、食糧費、謝金、試食品代金、
ＰＲ資材作成費など　※旅費については３万円が上限

 問産業企画課 （☎ 82・5874 ／ IP ☎ 88・9075）
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▶今、開花時期を迎える大和当帰
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市内企業・団体出展者募集！
内容 /企業・団体の PR や商品の販売など
出展料 /無料（1 ブース 3.6 ｍ× 3.6 ｍ）
対象 /市内に本社または支社を有する企業、または

市内で活動している団体など

奈良あったかもんグランプリ
宇陀予選　出展者募集！
内容 /宇陀市に関連した名称を付けたあったかいも

の全般（例／鍋料理、粕汁、ポトフなど）
出展料 /無料（1 ブース 3.6 ｍ× 3.6 ｍ）
対象 /市内に本社または支社を有する企業、または

市内で活動している団体など
出展条件 /・販売価格は 500 円以内
 ・準備から調理、呼び込みまでチームで行う
 ・賞は、特別審査員の審査および購入者の投票により

決定　（受賞者には賞品あり）
 ・提供料理は、１種類としできる限り地域の食材を

利用
 ・来年１月開催予定の「あったかもんグランプリ」

へは、入賞者と調整の上、出展者を決定
 ・店舗で使用するガスなどの熱源、調理機材は出展

者で準備（電気は主催者で用意）

うだ産フェスタ
2017

うだ産フェスタ 2017
　　　宇陀市薬草文化祭
　　　　　出展者募集！

10/21　～ 22土 日
開催時間：10：00～ 15：00　　場所　宇陀市総合体育館

農産物をはじめ、市内の特産品・名産品など、市内のじまんの品を
一堂に集めた、市の一大イベント「うだ産フェスタ 2017」！

今年は、「国文祭・障文祭なら 2017」の一環として
「薬文化の歴史残る宇陀」を発信する「宇陀市薬草文化祭」と同時開催！

宇陀市　うだ産　薬草文化祭
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フリーマーケット出店者募集！

出店料 /２日間 2,000 円
　　　　（1 ブース 2.5 ｍ× 3 ｍ）
出店禁止品 /食品・飲料・生き物・コピー商品・

風俗関係・当てもの・市が不適切と認めたもの
募集数 /20（申込者１名につき２ブースまで）
申し込み / 問宇陀商工会 
　 （☎ 82・2211 ／ FAX82・6547）
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 問産業企画課 （☎ 82・5874 ／ IP ☎ 88・9075）



■
予
定
さ
れ
て
い
る
質
問
内
容

〇
環
境
問
題
　
〇
宇
陀
市
の
く
ら
し

〇
安
心
安
全
　
〇
教
育
　
〇
産
業

【
日
時
】
7
月
27
日
（
木
）

　午
前
10
時
～
午
後
0
時
20
分
頃

【
場
所
】市
議
会
議
場（
市
役
所
4
階
）

※
当
日
は
、
一
般
の
傍
聴
可
能
。

【
う
だ
チ
ャ
ン
11
放
送
日
】

生
放
送：
7
月
27
日
（
木
）（
生
中
継
）

再
放
送
：
9
月
10
日
（
日
）

　
①
午
前
10
時
～
　
②
午
後
6
時
～

（
2
回
放
送
を
予
定
）
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▲昨年の様子

問
議
会
事
務
局
（
☎
82
・
５
７
７
１
／
IP
☎
88
・
９
０
８
２
）

ど
ん
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
の
？

　
宇
陀
市
子
ど
も
議
会
を
開
催
！

　
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、
行

政
へ
の
関
心
と
理
解
を
深
め
、
郷
土

愛
の
醸
成
を
図
る
た
め
、
体
験
学
習

の
場
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

　
市
内
各
小
学
校
６
年
生
の
代
表
12

名
が
子
ど
も
議
員
と
な
り
、
学
級
や

自
分
た
ち
で
考
え
て
き
た
「
宇
陀
市

が
こ
う
な
っ
た
ら
い
い
な
あ
」「
宇

陀
市
の
こ
こ
が
課
題
」
と
思
っ
て
い

る
こ
と
を
市
長
を
は
じ
め
市
行
政
に

投
げ
か
け
て
い
き
ま
す
。

　
明
日
を
担
う
子
ど
も
議
員
の
熱
い

思
い
を
ぜ
ひ
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
人
権
擁
護
委

員
法
に
基
づ
い
て
法
務
大
臣
よ
り
委

嘱
を
受
け
た
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

す
。
各
委
員
は
、
地
域
の
み
な
さ
ん

か
ら
の
人
権
相
談
を
受
け
、
問
題
解

決
の
お
手
伝
い
を
し
た
り
、
法
務
局

の
職
員
と
協
力
し
、
人
権
侵
害
に
よ

る
被
害
者
の
救
済
を
す
る
な
ど
、
地

域
の
み
な
さ
ん
が
人
権
に
つ
い
て
関

心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
啓
発

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
街
の
身
近
な
相
談
パ
ー
ト
ナ
ー

　
人
権
擁
護
委
員
を
紹
介
し
ま
す

問
人
権
推
進
課
（
☎
82
・
２
１
４
７
／
IP
☎
88
・
９
０
７
７
）

　
市
で
は
、
7
月
1
日
現
在
で
８
名

の
委
員
が
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
毎
月
、委
員
に
よ
る
人
権
相
談（
相

談
日
は
Ｐ
31
）
を
実
施
し
て
い
ま
す

の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
各
地
区
の
人
権
擁
護
委
員
】（
敬
称
略
）

■
大
宇
陀
　中
井
陽
子
・
柳
本
豊
一

■
菟
田
野
　峯
畑
忠
郎
・
小
泉
和
仁

（
新
任
）

■
榛
原
　
　片
山 

聖
・
諏
訪
江
津
子

■
室
生
　
　酒
井
靖
志
・
池
内
鈴
子

▲今年行った出前教室の様子

　
　市
長
日
記

▼
宇
陀
市
議
会
第
2
回
定
例
会
が
開

会
さ
れ
、
議
員
の
方
々
か
ら
市
民
の

皆
さ
ん
と
同
じ
く
、
宇
陀
市
の
将
来

に
向
け
た
心
配
や
希
望
、
ま
た
行
政

が
ど
う
あ
る
べ
き
か
な
ど
、
多
く
の

想
い
や
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▼
私
に
は
市
長
と
し
て
、「
宇
陀
市

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
」
を
、
着
実
に
進
め
て
い
く
責
任

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
議
員
各
位
、

市
民
の
理
解
と
協
力
が
あ
っ
て
は
じ

め
て
、
実
行
で
き
る
こ
と
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
行
政
一
丸
と
な
っ
て
精
一

杯
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

▼
宇
陀
市
の
高
齢
化
率
は
、
年
々
上

昇
し
、
4
月
現
在
で
３
７
．
７
%
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
、
市
の
社
会
福

祉
政
策
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
て
い
ま

す
。
市
の
政
策
の
根
幹
は
、
ウ
ェ
ル

ネ
ス
シ
テ
ィ
宇
陀
市
構
想
の
実
現
で

す
。
生
涯
健
康
、
生
涯
現
役
、
生
涯

楽
し
く
働
く
こ
と
へ
の
取
り
組
み
を

通
し
、
ト
ー
タ
ル
の
福
祉
の
向
上
を

目
指
し
ま
す
。
皆
さ
ん
も
地
域
の
行

事
に
参
加
す
る
な
ど
、
活
動
し
て
運

動
し
て
、
元
気
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

　
行
政
で
も
、
健
康
づ
く
り
に
対
し
、

様
々
な
活
動
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

ラ
ジ
オ
体
操
、
い
き
い
き
百
歳
体
操

な
ど
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
市
と
県
、
ロ
ー
ト
製
薬
と
の
連
携

協
定
に
基
づ
き
、
現
在
3
名
の
仕
事

づ
く
り
推
進
隊
員
が
市
内
で
活
動
す

る
た
め
移
住
し
て
い
ま
す
。同
時
に
、

そ
の
事
業
を
支
援
す
る
た
め
ロ
ー
ト

製
薬
の
社
員
も
市
内
で
活
動
し
て
い

ま
す
。

　
現
在
、
旧
伊
那
佐
文
化
セ
ン
タ
ー

を
宇
陀
市
仕
事
づ
く
り
事
業
、
ま
た

ロ
ー
ト
製
薬
の
農
業
関
係
事
業
の
拠

点
施
設
と
し
て
活
用
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
こ
の
2
つ
の
事
業
は
、

市
の
将
来
を
見
据
え
た
夢
の
あ
る
、

ま
た
期
待
の
持
て
る
も
の
で
す
。
ぜ

ひ
、
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
理
解
と
応
援

を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
暑
い
日
が
続
き
ま
す
。
今
月
号
の

記
事
で
特
集
し
て
い
ま
す
と
お
り
、

こ
の
時
期
特
有
の
豪
雨
に
警
戒
が
必

要
で
す
。
安
全
安
心
の
生
活
を
過
ご

す
た
め
、
心
配
な
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
地
域
で
話
し
合
っ
て
、
行
政
に

相
談
や
協
議
を
持
ち
掛
け
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
み
ん
な
で
、
高
原
の
文
化
都
市
、

四
季
の
風
薫
る
宇
陀
市
、
そ
し
て
夢

の
持
て
る
故
郷
　
宇
陀
市
を
創
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

 

明
日
に
夢
と
期
待
を
持
っ
て

あきの螢能。２年連続
の快晴。無事屋外での
火入れ式ができました。
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情報公開・個人情報保護制度
昨年度の運用状況
を報告します
■情報公開制度とは
　市が持っている情報（行政文書）
を市民のみなさんの請求に応じて公
開する制度です。

【昨年度の公開請求件数】　23件
内訳：全部公開2件
　　　部分公開17件
　　　不存在4件

開示決定等に対する異議申立てはあ
りませんでした。

■個人情報保護制度とは
　個人情報の適正な取扱いに関する
事項を定め、市が持っている個人情
報をその本人の請求に応じて、開示
や訂正等を行う制度です。

【昨年度の個人情報の開示請求件数】
11 件

内訳：全部開示4件
　　　部分開示3件
　　　不存在 4件

開示決定等に対する異議申立てはあ
りませんでした。

問総務課
（☎82・1302/IP☎88・9068）

橋本可奈子　さん
【プロジェクト】
耕作放棄地を活用した
養蜂とハチミツを使っ
たスキンケア用品など
のプロダクト開発

奥大和　NCL
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笠
間
藍
染
に
は
、
約
１
４
０
年

の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
昔
は

周
り
に
い
く
つ
か
の
工
房
も
あ
り

ま
し
た
が
、
今
は
私
の
と
こ
ろ
だ

け
と
な
り
ま
し
た
。

　
県
伝
統
工
芸
士
で
あ
る
義
父
に

つ
い
て
2
年
間
修
行
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。「
瓶
の
菌
が
死
滅
し

て
し
ま
っ
た
ら
、
大
和
藍
染
の
歴

史
が
途
絶
え
る
」
と
い
う
想
い
で

使
命
感
を
持
っ
て
続
け
て
い
ま
す
。

藍
染
は
、
藍
の
葉
を
原
料
と
す

る
染
料
と
、
石
灰
、
小
麦
粉

や
水
な
ど
を
藍
瓶
で
混

ぜ
て
、
自
然
発
酵
さ

せ
、
そ
こ
で
染
色
し
ま

す
。
藍
瓶
は
菌
が
棲
み

つ
き
、
染
料
を
作
る
作

業
は
、
ま
る
で
理
科
の

実
験
の
よ
う
で
す
。

　
藍
は
、
デ
リ
ケ
ー
ト

で
、
朝
は
機
嫌
が
よ
く

て
、
発
酵
し
て
い
て
も
、
夕
方
に

は
弱
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
一
日
に
何
度
も
様
子
を
見
な

い
と
心
配
で
、
本
当
に
生
き
物
と

向
か
い
合
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の

で
す
。
そ
の
分
、
染
色
し
た
生
地

は
色
鮮
や
か
で
、
唯
一
無
二
の
深

み
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

平
成
24
年
に
県
伝
統
的
工
芸
品

と
し
て
認
定
を
受
け
ま
し
た

が
、
職
人
と
い
う
に
は
ま
だ
ま
だ
。

た
だ
江
戸
時
代
か
ら
受
け
継
い
だ

紺
屋
の
暖
簾
を
一
生
懸
命
守
っ
て

い
る
だ
け
。
夫
と
二
人
三
脚
で
、

「
あ
ー
で
も
な
い
。
こ
ー
で
も
な
い
」

と
研
究
の
日
々
で
す
。

今
後
も
、
機
会
が
あ
れ
ば
い
ろ

ん
な
方
々
と
交
流
し
て
藍
染

に
ふ
れ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
こ
れ

ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
方
に
少
し

で
も
恩
返
し
で
き
れ
ば
、
と
思
っ

て
い
ま
す
。

藍
染
―
相
染

　（二
人
三
脚
で
の
遺
産
継
承
）

笠
間
藍
染
　井
上
加
代
さ
ん
（
室
生
下
笠
間
）

攪拌して空気と触れると藍が
元気になるのがわかるんです。

ネ
ク
ス
ト
コ
モ
ン
ズ
ラ
ボ
奥
大
和 

 
宇
陀
市
仕
事
づ
く
り
推
進
隊
活
動
中

　
　
　
　
　
　
　
＆
隊
員
追
加
募
集
中
！

問
企
画
課
（
☎
82
・
１
３
６
２
／
IP
☎
88
・
９
０
７
４
）

　
奈
良
県
・
宇
陀
市
・
ロ
ー
ト
製
薬

（
株
）
の
３
者
に
よ
る
大
和
高
原
の

魅
力
あ
る
仕
事
づ
く
り
に
向
け
た
食

や
農
を
中
心
と
す
る
地
域
資
源
を
活

か
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（NCL

 

―
　

ネ

ク
ス
ト・コ
モ
ン
ズ・ラ
ボ 

― 

奥
大
和
）。

　
昨
年
12
月
の
立
ち
上
げ
以
降
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す
る
隊
員
も
決

定
し
、
今
年
４
月
よ
り
精
力
的
に
活

動
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
５
月
１
日
に
は
、
新
し
く
仲
間
と

な
る
3
人
目
の
宇
陀
市
仕
事
づ
く
り

推
進
隊
員
の
委
嘱
式
を
行
い
ま
し

た
。

　
ま
た
、
メ
ン
バ
ー
が
決
定
し
て
い

な
い
個
別
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

は
、
現
在
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度

を
活
用
し
た
隊
員
の
再
募
集
を
行
っ

て
お
り
、
東
京
・
大
阪
の
都
市
圏
で

の
説
明
会
も
開
催
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
今
後
、
随
時
面
接
を
行
い
、
新
た

な
メ
ン
バ
ー
と
し
て
受
け
入
れ
る
予

定
で
す
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
詳
細
は
、
ネ
ク

ス
ト
コ
モ
ン
ズ
ラ
ボ
奥
大
和
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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